
⑷　

内　

容

　
【
職
務
紹
介
】（
30
分
）

　

①�

診
療
所
勤
務

　
　

村
上
市
中
野
歯
科
医
院
勤
務

�

中
野
友
美

　

②�

地
域
歯
科
保
健
従
事

　
　

県
歯
科
衛
生
士
会
下
越
ブ
ロ
ッ
ク

�

山
貝
亮
子

　

③�
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

　
　

か
え
つ
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

�

杉
原
千
代
子

　

胎
内
会
場

⑴　

主
催
団
体
名

�

　
（
一
社
）
新
潟
県
歯
科
医
師
会

　
　
（
協
力
）

�

（
一
社
）
北
蒲
原
歯
科
医
師
会

�

（
一
社
） 

新
潟
県
歯
科
衛
生
士
会

⑵　

日　

時

　
　

平
成
31
年
１
月
20
日
（
日
）

�

午
前
10
時
か
ら
12
時

⑶　

会　

場

　
　

ほ
っ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
・中
条
（
胎
内
市
）

　

④�

新
発
田
市
役
所
嘱
託
勤
務

　
　
県
歯
科
衛
生
士
会
下
越
ブ
ロ
ッ
ク
長

�

大
平
有
香

　

⑤�

新
潟
県
歯
科
衛
生
士
会
の
説
明

　
　

県
歯
科
衛
生
士
会
会
長

�

髙
橋
純
子

　
【
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
】（
70
分
）

　
　

�

３
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
実
施

　
【
グ
ル
ー
プ
発
表
】（
10
分
）

⑸　

感　

想

　

参
加
者
が
集
ま
る
の
か
心
配
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
相
談
会
へ
の
参
加
者
13

名
、
従
事
者
５
名
の
合
計
18
名
の
参
加

が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
勤
務
時
間
や
賃
金
の
こ
と
、
市
町

村
事
業
や
施
設
の
口
腔
衛
生
管
理
の
こ

と
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
発
表
で
は
「
復
職
支
援
事

業
を
継
続
し
て
行
っ
て
欲
し
い
。」「
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。」

「
子
育
て
中
の
人
に
と
っ
て
、
勤
務
体

制
な
ど
処
遇
に
つ
い
て
、
改
善
さ
れ
な

い
と
復
職
も
継
続
勤
務
も
難
し
い
。」

な
ど
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
会
会
員
か
ら
は
、「
入
会

し
て
い
る
こ
と
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

あ
っ
て
、
安
心
で
き
る
し
、
横
の
つ
な

が
り
が
で
き
て
、
意
見
交
換
も
で
き

る
。」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
も
こ
の
事
業
は
、

継
続
が
必
要
だ
と
感
じ
た
と
と
も
に
、

開
催
時
期
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

な
ど
を
県
歯
科
医
師
会
様
と
検
討
し
な

が
ら
離
職
防
止
を
含
め
た
、
よ
り
充
実

し
た
復
職
支
援
体
制
の
確
立
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
県
歯
科
医

師
会
理
事 

神
成
庸
二
先
生
、
北
蒲
原

歯
科
医
師
会
会
長 

小
林
秀
人
先
生
、

同
専
務
理
事 

村
山
文
隆
先
生
、
同
監

事 

丹
呉
寿
宏
先
生
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

�

（
会
長　

高
橋　

純
子
）

歯
科
衛
生
士
の
た
め
の
復
職
支
援
地
域

相
談
会
・
研
修
会
に
つ
い
て
（
報
告
）

　

歯
科
衛
生
士
の
た
め
の
復
職
支
援
地
域
相
談
会
・
研
修
会
と
は
…
。

　

新
潟
県
に
お
け
る
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
事
業
と
し
て
、
新
潟
県
が
新
潟

県
歯
科
医
師
会
に
委
託
し
新
潟
県
歯
科
衛
生
士
会
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
全
面
的
な
協

力
の
も
と
、
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
。

　

県
内
の
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
の
確
保
を
図
る
た
め
、
課
題
解
決
に
向

け
た
協
議
や
離
職
し
た
歯
科
衛
生
士
等
の
復
職
支
援
を
行
い
、
在
宅
や
診
療
所

等
に
お
け
る
安
全
か
つ
質
の
高
い
歯
科
医
療
・
口
腔
ケ
ア
の
安
定
的
な
提
供
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

⑴　

主
催
団
体
名

　
　

関
東
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

�

群
馬
県
歯
科
衛
生
士
会

⑵　

日　

時

　
　

平
成
30
年
10
月
27
日
・
28
日

⑶　

会　

場

　
　

前
橋
テ
ル
サ

⑷　

内　

容

　
【
関
東
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
】

　

①
講
演　

�「
歯
科
衛
生
士
力
を
高
め

て
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え

よ
う
！
」

　
　

講
師　

�（
公
社
）
日
本
歯
科
衛
生

士
会
会
長 

武
井
典
子

　

②�

協
議

　
　

・
地
域
ケ
ア
会
議
に
つ
い
て

�

（
神
奈
川
県
・
長
野
県
）

　
　

・
認
定
制
度
に
つ
い
て

�

（
山
梨
県
）

　
　

・�

都
道
府
県
開
催
研
修
会
に
つ
い

て�

（
長
野
県
）

　
　

・
災
害
対
策
に
つ
い
て

�

（
千
葉
県
・
栃
木
県
）

　
　

・
会
員
管
理
に
つ
い
て

�

（
新
潟
県
・
長
野
県
・
千
葉
県
）

　
　

・�

復
職
支
援
事
業
の
開
催
に
つ
い

て
※
当
日
協
議�

（
茨
城
県
）

　
　

・�

組
織
率
の
向
上
お
よ
び
維
持
に

つ
い
て
※
当
日
協
議

�

（
東
京
都
）

　

③
次
期
開
催
県
挨
拶

　
　

�（
公
社
）
東
京
都
歯
科
衛
生
士
会

�

会
長　

富
田 

基
子

　
【
災
害
支
援
歯
科
衛
生
士
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

　

�

④�

『
日
本
歯
科
衛
生
士
会
災
害
支
援

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
解
説
』

　
　

講
師�　

群
馬
県
歯
科
衛
生
士
会

�

　

副
会
長　

田
中
淳
子

　

⑤
『
災
害
時
の
健
康
危
機
管
理
』　

　
　

講
師　

群
馬
県
健
康
福
祉
部

�

健
康
福
祉
課　

廣
澤
大
地

　

⑥�

『
避
難
所
・
避
難
生
活
を
支
え
る

た
め
に
』

　
　

講
師　

�

群
馬
県
太
田
保
健
福
祉
事

務
所
保
健
課
長

�

高
橋
奈
緒
美
保
健
師

⑸　

感　

想

　

今
回
、
初
め
て
関
東
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

連
絡
協
議
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
他
県
歯
科
衛
生
士
会
の
運
営
の
工

夫
や
ご
苦
心
を
垣
間
見
る
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
時
に

自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
反
省
し
き
り

の
２
日
間
で
し
た
。

　

第
１
部
の
武
井
会
長
の
講
演
「
歯
科

衛
生
士
力
を
高
め
て
社
会
ニ
ー
ズ
に
応

え
よ
う
！
」で
は
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
伴
っ
て
歯
科
保
健
医
療

の
提
供
体
制
が
『
歯
科
医
療
機
関
完
結

型
』⇒『
地
域
完
結
型
歯
科
医
療
』に
変

化
し
て
く
る
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
活
躍
す
る
た
め
に
、
日
本
歯
科
衛

生
士
会
で
は
第
５
次
生
涯
研
修
制
度
で

対
応
し
て
い
く
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
『
地
域
完
結
型
歯
科
医
療
』
で
は
、

更
な
る
歯
科
衛
生
士
の
人
材
確
保
も
重

要
と
な
る
こ
と
か
ら
復
職
支
援
事
業
に

力
を
入
れ
、
各
地
域
で
歯
科
衛
生
士
を

育
て
る
体
制
を
構
築
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
社
会
の
在
り
方
が
変
化
し
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。
私
ど
も

新
潟
県
歯
科
衛
生
士
会
で
も
、
そ
の

時
々
の
社
会
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
役
割

を
担
え
る
歯
科
衛
生
士
で
あ
る
よ
う
先

を
見
て
準
備
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

第
２
部
の
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で
は
、

当
日
協
議
と
し
て
取
り
上
げ
た
２
題
に

つ
い
て
各
県
か
ら
現
状
の
説
明
や
問
題

点
な
ど
が
他
県
の
問
題
点
や
先
進
的
な

取
り
組
み
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
歯

科
医
師
会
や
県
と
の
関
係
の
築
き
方
な

ど
当
会
で
も
参
考
に
し
た
い
例
が
あ
り

ま
し
た
。

　

２
日
目
の
災
害
支
援
歯
科
衛
生
士

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
群
馬
県
歯
科
衛
生

士
会
副
会
長
（
災
害
担
当
）　

田
中
淳

子
氏
が
日
衛
で
作
成
し
た
災
害
支
援
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
元
に
、
自
身
が
被
災
地
で

災
害
支
援
活
動
を
さ
れ
た
体
験
を
交
え

た
講
演
で
あ
っ
た
。

　

群
馬
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
課
主

事 

廣
澤
大
地
氏
は
、
厚
生
労
働
省
通

知
「
大
規
模
災
害
時
の
保
健
医
療
活
動

に
係
る
体
制
整
備
に
つ
い
て
」（
Ｈ
29
．

７
．
５
付
け
）
の
内
容
の
解
説
と
、
群

馬
県
健
康
福
祉
部
の
準
備
態
勢
や
歯
科

医
師
会
と
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
詳
し

く
解
説
さ
れ
、
保
健
課
長
の
高
橋
奈
緒

美
保
健
師
は
、
保
健
所
の
保
健
師
と
し

て
大
規
模
災
害
に
派
遣
さ
れ
た
経
験
を

交
え
て
、『
保
健
師
が
行
な
う
保
健
活

動
』『
大
規
模
災
害
派
遣
の
実
際
』『
災

害
現
場
で
の
保
健
活
動
』
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
た
。

・�

自
ら
支
援
を
求
め
な
い
支
援
の
必
要

な
人
を
見
極
め
対
応
す
る

・�

日
頃
で
き
な
い
こ
と
は
、
災
害
時
に

は
で
き
な
い
（
日
頃
か
ら
準
備
し
て

お
く
）

・�

平
時
か
ら
地
元
の
関
係
者
（
県
・
歯

科
医
師
会
）
と
顔
の
見
え
る
関
係
を

作
っ
て
お
く

・�

実
際
の
現
場
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
以

前
の
こ
と
（
ど
の
靴
を
は
く
？
服
装

は
？
）
に
迷
う

等
の
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

�

（
副
会
長　

薄
波　

清
美
）

平
成
30
年
度
関
東
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡

協
議
会
、
研
修
会
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日
時　

平
成
31
年
３
月
24
日
（
日
）

　
　
　

13
時
40
分
～

場
所　

県
歯
科
医
師
会
館
会
議
室

演
題　

体
感
し
よ
う
！

　
　
　

歯
周
基
本
治
療
の
効
果

講
師　

�

笹
出
線
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　

歯
科
衛
生
士　

坂
井
由
紀
先
生

　
　
　

�（
日
本
歯
周
病
学
会
認
定
歯
科

衛
生
士
）

　

日
々
の
臨
床
の
中
で
歯
科
医
師
の
指

示
が
あ
っ
た
か
ら
、歯
周
検
査
、ス
ケ
ー

リ
ン
グ
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
行
う

の
で
は
な
く
、
歯
科
衛
生
士
自
身
が
患

者
の
病
態
を
診
て
、
背
景
を
知
り
、
目

的
、
目
標
を
明
確
に
し
、
歯
科
医
師
と

歯
周
治
療
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
二
つ
の
症
例
を
提
示
さ
れ
、

歯
周
治
療
の
効
果
に
つ
い
て
も
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
治
療
前
、
治
療

後
の
口
腔
内
写
真
も
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ

も
し
や
す
く
大
変
分
か
り
や
す
い
も
の

で
し
た
。

　

ま
た
、
歯
科
衛
生
士
に
と
っ
て
歯
周

治
療
に
は
欠
か
せ
な
い
道
具
で
あ
る
ス

ケ
ー
ラ
ー
の
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
つ
い

て
の
お
話
と
実
習
が
あ
り
、
私
自
身
、

日
々
の
臨
床
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
で

は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
伝
え
る
こ

と
が
多
す
ぎ
て
し
ま
う
と
話
が
一
方
通

行
に
な
り
が
ち
で
あ
り
、
目
的
、
目
標

を
明
確
に
し
て
患
者
さ
ん
の
ペ
ー
ス
に

あ
わ
せ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

歯
周
治
療
の
基
本
か
ら
シ
ャ
ー
プ
ニ

ン
グ
実
習
ま
で
、
幅
広
く
ご
講
演
い
た

だ
き
、
明
日
か
ら
の
診
療
に
役
に
立
つ

大
変
有
意
義
な
研
修
会
で
し
た
。

�

（
田
中　

恵
子
）

５
名
）

⑹　

感
想

　

長
岡
市
と
多
職
種
の
連
携
に
向
け
た

勉
強
会
、
平
成
30
年
度
の
議
題
は
「
フ

レ
イ
ル
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
フ
レ
イ

ル
や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
な
ど
最
近
で
は
頻

繁
に
聞
く
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

健
康
長
寿
の
カ
ギ
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル=

口
腔
の
虚
弱
」
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？

　

平
野
先
生
が
頻
繁
に
出
さ
れ
た
「
年

だ
か
ら
…
」
と
口
の
ト
ラ
ブ
ル
を
軽
く

考
え
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
い
る
事
な

ど
小
さ
な
事
が
重
な
り
、
急
激
に
食
べ

ら
れ
な
い
口
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、

ま
た
逆
に
軟
ら
か
い
物
ば
か
り
食
べ
て

い
た
高
齢
者
が
「
お
口
の
体
操
」
を
毎

日
行
っ
た
と
こ
ろ
普
通
の
食
事
を
摂
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
症
例
を
紹
介
し
て
頂

き
、
様
々
な
職
種
の
方
か
ら
「
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
口
腔
機
能
低
下
症
」
に
理

解
を
深
め
て
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
「
口
腔
機
能
低
下
症
」
が
医

療
保
険
病
名
に
な
り
、
検
査
や
診
断
、

治
療
も
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
な
ど
、
口

の
機
能
の
大
切
さ
に
つ
い
て
私
達
歯
科

衛
生
士
の
多
く
が
携
わ
る
こ
と
に
な

り
、口
腔
保
健
活
動
も
幅
広
く
対
応
し
、

時
代
に
し
っ
か
り
と
つ
い
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
こ
と
、
地
域
で
、
歯
科

衛
生
士
が
す
る
べ
き
こ
と
、
し
な
く
て

は
い
け
な
い
こ
と
な
ど
重
要
性
が
増
し

て
く
る
と
感
じ
ま
し
た
。

�
（
長
岡
ブ
ロ
ッ
ク
長　

土
田　

新
子
）

て
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
９
名
と

少
な
か
っ
た
が
、
ゆ
っ
く
り
と
交
流
で

き
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
柏
崎
市
相
沢
歯
科
衛

生
士
か
ら
「
柏
崎
市
第
２
次
歯
科
保
健

計
画
に
つ
い
て
」
ご
講
演
い
た
だ
き
柏

崎
市
歯
科
保
健
計
画
の
内
容
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
現
在
第
２
次
計
画
（
Ｈ

30
．
４
～
）
に
進
ん
で
お
り
、
重
点
課

題
と
し
て「
①
定
期
歯
科
健
診
の
推
進
、

②
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
確
立
」
を
目

指
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
生
涯
を

通
じ
て
歯
や
口
腔
の
健
康
を
保
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
行
政
と
協
力
し
、
歯

科
衛
生
士
会
柏
崎
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
も

様
々
な
事
業
の
中
で
啓
発
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
移

動
し
て
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
の
日
頃
か
ら
感
じ
て
い

る
こ
と
や
改
善
し
た
い
こ
と
な
ど
を
話

し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
も
っ
と
多

く
の
会
員
か
ら
も
参
加
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

�

（
柏
崎
ブ
ロ
ッ
ク
長　

船
岡　

陽
子
）

　ご功績を称えるととともに一層のご活
躍をお祈りいたします。

上越ブロック
山口敦子さん

（元新潟県歯科衛生士会副会長）

厚生労働大臣表彰

⑴　

講
演
：�「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
、

口
腔
機
能
低
下
症
に
つ

い
て
」

　
　

講
師
：�

地
方
独
立
法
人
東
京
都
健

康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー　

歯
科
口
腔
外
科　

部
長

�

平
野　

浩
彦　

先
生

⑵　

主
催
団
体
名
：

長
岡
市
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
協
議
会　

長
岡
歯
科
医

師
会　

新
潟
県
歯
科
衛
生
士
会
長

岡
ブ
ロ
ッ
ク

⑶　

日
時
：
平
成
31
年
２
月
17
日（
日
）

⑷　

会
場
：
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　

２
階
「
悠
久
の
間
」

⑸　

来
場
者
数
：
１
３
７
名
（
う
ち
県

歯
科
衛
生
士
会
会
員　

15
名　

会
員
外　

日　

時　

平
成
30
年
12
月
２
日
（
日
）

（
第
１
部
）

第
２
回
柏
崎
ブ
ロ
ッ
ク
会
・

研
修
会

10
時
00
分
～
11
時
30
分

（
第
２
部
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

12
時
00
分
～
13
時
00
分

会　

場　

柏
崎
市
産
業
文
化
会
館

　
　
　
　

第
６
階
会
議
室

講　

義　
「
柏
崎
市
第
２
次
歯
科
保
健

計
画
に
つ
い
て
」

講　

師　

柏
崎
市
役
所　

福
祉
保
健
部

　
　
　
　

健
康
推
進
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　

主
任
（
歯
科
衛
生
士
）

�

　

相
沢　

朋
代 

様

　

今
年
度
２
回
目
の
柏
崎
ブ
ロ
ッ
ク
会

と
研
修
会
を
日
曜
日
午
前
中
に
設
定
し

・主催　新潟県歯科医師会
・後援　新潟県歯科衛生士会、新潟県歯科技工士会他

◆日時　令和元年11月10日（日）
◆場所　県歯科医師会館

※‌�開催内容等は、新潟県歯科衛生士会ホームページ等に掲載し
ます。

令和元年度
新潟県歯科医学
大会のご案内

　新潟県歯科衛生士会のホームページに、研修会の最新情報やブロック活動等の情報を掲載
しています。
　また、会員向けの専用ページには、各種届出用紙や免許更新等、大切な情報が掲載されて
いますので是非ご欄下さい。

◆新潟県歯科衛生士会ホームページ
　https://www.niigata-dha.com/

◆県歯科衛生士会会員用ログイン
　パスワード　niigatadh　

新潟県歯科衛生士会　 検索

～広報委員会からのお知らせ～

すなやま　第152号 （2）

新
潟
県
歯
科
衛
生
士
会
研
修
会
（
報
告
）

「
長
岡
ブ
ロ
ッ
ク
」
活
動
報
告

平
成
30
年
度　
第
３
回
多
職
種
連
携
に
向
け
た
勉
強
会
に
参
加
し
て

「
柏
崎
ブ
ロ
ッ
ク
」
活
動
報
告

研
修
会
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
て



　

文
部
科
学
省
の
平
成
30
年
度
学
校
保
健
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
本
県
の
12
歳
児
（
中
学

１
年
）
の
む
し
歯
数
は
全
国
で
最
も
少
な
く
、
０
・
３
本
と
な
り
ま
し
た
。
19
年
連
続
日

本
一
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
県
の
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
む
し
歯
有
病
者
の
割
合
は
、
す

べ
て
の
学
年
に
お
い
て
全
国
で
最
も
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
、
昭
和
56
年
の
「
む
し
歯
半
減
10
か
年
運
動
」
か
ら
、
行
政
や
歯
科
医
師
会
、

大
学
、
教
育
委
員
会
等
が
一
丸
と
な
っ
て
、
全
国
に
先
駆
け
て
学
校
に
お
け
る
フ
ッ
化
物

洗
口
を
行
う
な
ど
、
子
ど
も
の
む
し
歯
予
防
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

１�　

本
県
に
お
け
る
子
ど
も
の
む
し
歯

予
防
の
取
組

⑴�

学
校
等
に
お
け
る
フ
ッ
化
物
洗
口
の

実
施

　

・�

昭
和
45
年
、
全
国
に
先
駆
け
県
内

の
小
学
校
で
始
ま
り
、
市
町
村
事

業
と
し
て
各
地
へ
普
及

　

・�

県
は
、
市
町
村
が
行
う
フ
ッ
化
物

洗
口
の
経
費
の
一
部
を
補
助
（
昭

和
56
年
～
）

⑵�

学
校
と
歯
科
診
療
所
と
の
連
携
に
よ

る
む
し
歯
予
防
を
全
県
で
展
開

　

・�

む
し
歯
に
な
り
や
す
い
子
ど
も
に

対
し
、
予
防
の
た
め
に
、
学
校
が

医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
を
行

う
。

⑶�

学
校
等
に
お
け
る
給
食
後
の
歯
磨
き

や
歯
科
保
健
指
導

［実施している学校等の割合（％）］

保育所・幼稚園
幼保連携認定
こども園

小学校 中学校

フッ化物洗口 74.9 91.8 51.5

歯みがき（給食後等に実施） 94.9 95.7 73.7

歯科保健指導 84.2 98.4 90.0

歯垢染色剤による磨き方の評価 36.5 95.9 71.5

デンタルフロスの指導 12.5 81.7 77.8
平成30年歯科疾患実態調査（新潟県）

 

 

１ 本県における子どものむし歯予防の取組 

（１）学校等におけるフッ化物洗口の実施 

・ 昭和 45年、全国に先駆け県内の小学校で始まり、市町村事業として各地へ普及 

・ 県は、市町村が行うフッ化物洗口の経費の一部を補助（昭和 56年～） 

（２）学校と歯科診療所との連携によるむし歯予防を全県で展開 

   ・ むし歯になりやすい子どもに対し、予防のために、学校が医療機関への受診勧奨を行う。 

（３）学校等における給食後の歯磨きや歯科保健指導 

   

 

２ 県では「にいがた健
けん

口
こう

文化」の醸成を目指しています。 

 ◆歯と口の健康のための心がけや行動が、習慣として家庭や地域に根付き、当たり前に

親から子、子から孫へ伝わり、やがて新潟の文化となることを目指しています。 

 ◆子どものむし歯数が少ない一方で、子どもの頃のよい習慣が 

  成人期以降に継続されず、高齢期に多くの歯が失われてしま 

 うことが課題となっています。 

◆６月の「歯と口の健康週間」とともに、11 月を「にいがた健口

文化推進月間＊）」に設定し、生涯を通じた歯と口腔の健康づく

りを推進します。※ 詳しくは新潟県ＨＰをご覧ください。 

［http://www.pref.niigata.lg.jp/kenko/1356770477396.html］ 

 ＊）本県は、全国初の「歯科保健推進条例」を制定しました。本月間は、条例第 13 条

に基づき設定されています。  

  

● ６月４日から 10 日は 

「歯と口の健康週間」です 
 

県内各地で様々な行事が開催されます。 

・ 無料歯科健診・相談 

・ かむ力のチェック体験、口臭測定 

・ むし歯予防図画・ポスター展示 等 
 
※ 詳しい内容については、５月中旬から 

（一社）新潟県歯科医師会ＨＰでお知らせします。[http://www.ha-niigata.jp/topics/eisei/] 

平成30年歯科疾患実態調査（新潟県） 

別紙（補足） 

［実施している学校等の割合（％）］ 

保育所・幼稚園
幼保連携認定こども園

小学校 中学校

フッ化物洗口 74.9 91.8 51.5

歯みがき（給食後等に実施） 94.9 95.7 73.7

歯科保健指導 84.2 98.4 90.0

歯垢染色剤による磨き方の評価 36.5 95.9 71.5

デンタルフロスの指導 12.5 81.7 77.8

●６月４日から10日は「歯と口の健康週間」です
県内各地で様々な行事が開催されます。

　　・無料歯科健診・相談
　　・かむ力のチェック体験、口臭測定
　　・むし歯予防図画・ポスター展示　等

※詳しい内容については、５月中旬から
　（一社）新潟県歯科医師会ＨＰでお知らせします。［http://www.ha-niigata.jp/topics/eisei/］

速
報

新
潟
県
歯
科
衛
生
士
会
研
修

会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
へ
は
、
順
次
、
開
催
の
ご
案
内
が

発
送
さ
れ
ま
す
。

（
新
潟
県
歯
科
衛
生
士
会
会
員
は
参
加
費
無
料
）

多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

◆
第
１
回

日
時　

令
和
元
年
６
月
23
日
（
日
）

場
所　

県
歯
科
医
師
会
会
館
（
新
潟
市
）

内
容　

‌�

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ス
f 

災
害
支
援

活
動

講
師　

‌�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
よ
ね
や
ま
の
里

　
　
　
　

‌�

歯
科
衛
生
士　

　
　
　
　

薄
波
清
美
先
生
他

演
題　

‌�

新
潟
県
に
お
け
る
災
害
支
援
（
仮
）

◆
第
２
回

日
時　

令
和
元
年
11
月
10
日
（
日
）

場
所　

県
歯
科
医
師
会
会
館
（
新
潟
市
）

内
容　

在
宅
歯
科
医
療
の
基
礎
Ⅱ

講
師　

‌�

北
海
道
医
療
大
学
名
誉
教
授

　
　
　

石
垣
靖
子
先
生

演
題　

‌�

在
宅
療
養
に
お
け
る
医
療
及
び
ケ
ア
の

提
供

　
　
　

‌�

～
ホ
ス
ピ
ス
の
こ
こ
ろ
か
ら
最
後
ま
で

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
（
仮
）

　
　
　

※‌�

令
和
元
年
度
新
潟
県
歯
科
医
学
大

会
、
歯
科
衛
生
士
会
担
当
分
野
に
て

開
催

◆
第
３
回

日
時　

令
和
２
年
３
月
29
日
（
日
）

場
所　

県
歯
科
医
師
会
会
館
（
新
潟
市
）

内
容　

‌�

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ス
h 

ト
ピ
ッ
ク

ス

講
師　

‌�

日
本
歯
科
大
学
新
潟
病
院
総
合
診
療
科

　
　
　
　

‌�

准
教
授　

大
森
み
さ
き
先
生

演
題　

‌�

歯
科
か
ら
は
じ
め
る
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
（
仮
）

すなやま　第152号（3）

※むし歯有病者の割合
　�乳歯又は永久歯のむし歯を持
つ者の割合

平成30年度学校保健統計調査（文部科学省）より
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1

平成30年中学生・高校生の年齢別むし歯有病者の割合

中学１年から高
校３年の全学年

で日本一低い！
！

※�永久歯がほぼ生えそろう12歳
児のむし歯数は、国際的な比
較にも用いられる代表的な指
標です。むし歯数には、治療
済の歯も含まれています。

平成30年度学校保健統計調査（文部科学省）より

沖
縄
県

大
分
県

青
森
県

北
海
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福
井
県

熊
本
県

宮
城
県

鹿
児
島
県

徳
島
県

茨
城
県

長
崎
県

栃
木
県

宮
崎
県

三
重
県

高
知
県

福
岡
県

福
島
県

石
川
県

山
梨
県

香
川
県

和
歌
山
県

島
根
県

山
口
県

岩
手
県

鳥
取
県

富
山
県

群
馬
県

大
阪
府

愛
媛
県

奈
良
県

佐
賀
県

東
京
都

秋
田
県

京
都
府

岡
山
県

長
野
県

兵
庫
県

広
島
県

滋
賀
県

千
葉
県

埼
玉
県

山
形
県

愛
知
県

神
奈
川
県

静
岡
県

岐
阜
県

新
潟
県

全
国

（本）

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

0.74

0.3

平成30年度都道府県別12歳児１人平均むし歯本数（本）

新潟県報道資料
より抜粋

本県の12歳児のむし歯本数は全国最少　
19年連続日本一！トピックス

第１位／新潟県：0.3本
※全国：0.74本



　

今
年
、
特
に
力
を
入
れ
た
事
は
市

立
病
院
の
歯
科
相
談
で
す
。
入
院
患

者
の
方
々
が
よ
り
快
適
に
ご
自
身
の

力
で
良
く
咬
み
、食
べ
て
頂
け
る
様
、

往
診
に
繋
い
だ
り
、
口
腔
ケ
ア
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
方
が
協
力
的
に
お
口
の

中
を
見
せ
て
下
さ
い
ま
す
が
、
ご
く

ま
れ
に
、
拒
否
さ
れ
る
方
も
い
て
、

ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
高
齢
の
方
が
多
い
の
で
、

驚
か
さ
な
い
様
、
優
し
く
は
っ
き
り

と
声
が
け
を
す
る
こ
と
、
笑
顔
で
接

す
る
こ
と
を
常
に
心
が
け
て
い
ま

「
見
附
市
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
」

�

小
林　

恵
子

　

見
附
市
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

で
、
平
成
28
年
４
月
よ
り
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
達
が
行
っ
て
い
る
主
な
業
務
内

容
と
し
て

・
訪
問
歯
科
診
療
の
申
し
込
み
対
応

・
歯
科
医
師
へ
の
往
診
依
頼

・
訪
問
歯
科
相
談
の
対
応
及
び
訪
問

・�

地
域
ケ
ア
会
議
に
お
け
る
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
の
参
加

・
介
護
予
防
教
室
な
ど
の
口
腔
講
座

・�

障
害
者
施
設
で
の
口
腔
講
座
・
歯

み
が
き
指
導

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
は
、
中
之
島

の
地
域
の
施
設
、居
宅
の
歯
科
往
診
、

相
談
依
頼
に
も
対
応
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　

訪
問
歯
科
診
療
の
申
し
込
み
に
対

し
ま
し
て
は
、
居
宅
、
病
院
、
施
設

に
迅
速
に
伺
い
口
腔
情
報
・
服
薬
情

報
・
ご
本
人
の
状
態
な
ど
出
来
る
限

り
詳
細
に
聞
き
と
り
を
行
い
、
ス

ム
ー
ズ
に
診
療
が
行
え
る
様
に
心
が

け
、
な
る
べ
く
ご
希
望
の
歯
科
医
院

に
診
て
頂
け
る
よ
う
お
繋
ぎ
し
て
い

ま
す
。

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

連
携
室
に
関
し
ま
し
て
は
、
か
な

り
周
知
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ま

だ
ご
存
知
で
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
口
の
こ
と

で
お
困
り
の
方
々
に
、
あ
き
ら
め
な

い
で
相
談
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

知
っ
て
頂
け
る
様
、
こ
れ
か
ら
も
県

央
地
区
（
燕
・
弥
彦
・
三
条
）
及
び

加
茂
連
携
室
の
歯
科
衛
生
士
と
も
連

携
を
取
り
合
い
、
情
報
交
換
や
協
力

を
行
い
、
地
域
の
口
腔
衛
生
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
。

　

介
護
施
設
や
障
害
者
施

設
に
お
け
る
口
腔
講
座
・

歯
み
が
き
指
導
で
は
、
現

場
で
実
際
歯
み
が
き
に
関

わ
る
職
員
の
方
々
に
ム
シ

歯
や
歯
周
病
に
つ
い
て
、

口
腔
機
能
を
維
持
す
る
た

め
の
運
動
の
仕
方
、
歯
み

が
き
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

すなやま　第152号 （4）

　

県
内
の
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
で
活
躍
し
て
い
る
会
員
を
リ

レ
ー
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
見
附
市
在
宅
歯
科
医
療
連
携

室
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

会 員 の 動 き
会員数　587名

（平成31年３月15日現在）
1　上越ブロック　 55人
2　柏崎ブロック　 24人
3　長岡ブロック　 65人
4　県央ブロック　 52人
5　魚沼ブロック　 29人
6　下越ブロック　 50人
7　新潟ブロック　289人
8　佐渡ブロック　 20人
9　県外ブロック　    3人

～
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
と
は
～

　

新
潟
県
は
新
潟
県
歯
科
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
事
業
に
よ
り
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
を
県
内
16
の
郡
市
歯
科
医

師
会
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
は
、
介
護
が
必
要
で
歯
科
医
院
へ
の
通
院
が
困

難
な
高
齢
者
の
方
な
ど
を
対
象
と
し
た
在
宅
歯
科
医
療
の
申
し
込
み
や
歯

や
歯
ぐ
き
の
痛
み
、
入
れ
歯
が
こ
わ
れ
た
、
合
わ
な
い
等
、
歯
や
お
口
の

こ
と
で
困
っ
て
い
る
方
の
相
談
に
応
じ
る
地
域
の
窓
口
で
あ
り
、
県
民
と

歯
科
診
療
所
を
繋
ぐ
大
切
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
県
内
16
郡
市

歯
科
医
師
会
に
設
置
さ
れ
た
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
は
新
潟
県
歯
科
衛
生

士
会
が
人
材
の
配
置
に
協
力
し
、
多
く
の
会
員
が
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

の
様
々
な
事
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
広
場


